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２０２０年１月２１日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局

一次調整力の市場開始時期について

第２７回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料２
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3本日ご議論いただきたい内容

 需給調整市場は、2021年度から三次②を開始し、容量市場によるkW確保がなされ調整力公募が終わる
2024年度から一次～三次①を含めた全ての商品を市場で取引することと整理してきた。

 2022年度から2023年度の間については、電源Ⅰ公募が継続していることを踏まえた市場開始を検討する必要
があり、一次については電源Ⅰ-aから一部切り出た公募ができるかどうかについて検討すること整理されている。

 本日は、電源Ⅰ-aから一次の切り出し可否と一次の市場開始時期についてご議論いただきたい。
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出所）第13回需給調整市場検討小委員会（2019.8.1）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html

本日の議論の対象

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html
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課題 これまでの整理事項 小委における論点 小委での議論における方向性

1-2
二次①の
広域調達可否と
開始時期

 以下を踏まえた広域調達の可否

• 広域調達メリットは期待できる一方、
kWhがほぼ生じないため広域運用メ
リットが少ないことや、連系線確保によっ
て生じる卸市場への影響

• 連系線事故等における周波数制御を
踏まえた調整電源等の偏在リスク

 上記および中給システムの抜本的な改
修を踏まえた広域調達・運用開始時期

1-3
一次の
広域調達可否と
開始時期

 必要量の検討を踏まえた電源Ⅰ-ａから
の切り出し可否やその他の課題（偏在リ
スク、連系線容量確保、直流設備制約、
必要供給予備力との関係）を踏まえ引
き続き検討

 電源Ⅰ-ａからの切り出し可否の検討

 その他の課題（偏在リスク、連系線容
量確保、直流設備制約、必要供給予
備力との関係）の整理

 以下を踏まえた広域調達の可否

• 電源広域調達メリットは期待できる一
方、kWhがほぼ生じないため広域運用
のメリットが少ないことや、連系線確保
によって生じる卸市場への影響

• 連系線事故等における周波数制御を
踏まえた調整電源等の偏在リスク

 上記を踏まえた広域調達開始時期

本日の議題

（本年度中に要検討）
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年度
2019

2020 2021 2022 2023 2024～
2Q 3Q 4Q

一
次
～
二
次
②

(3-3) 商品設計

(3-5)
情報公開
＜監視等委にて検討＞

(3-6) 調整係数

(3-7) 事前審査

(3-9) アセスメント・ペナルティ

(3-10) 調整力必要量

(5-1) 複合約定ロジック

(6-1) 中給システムの抜本的な改修

(1-2) 二次①の広域調達可否と時期

(6-2) 二次①に係る具体的な調達・運用方法

(5-2)
連系線容量確保(スポット前)
＜監視等委にて検討

(1-3) 一次の広域調達可否と時期

(4-1) 一次に係る具体的な調達方法

【2024年度に向けた動き】

2024年
4月※

市場
開設

※一次の市場調達開始時期は必要量の議論を踏まえて検討

切出可否の判断

三次①

※一次の市場調達開始時期は検討中

広域調達可否・時期の検討

（参考）当面の検討スケジュール



7（参考）需給調整市場における商品の要件

出所）第13回需給調整市場検討小委員会（2018.8.1）資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html
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出所）第28回制度検討作業部会（2019.1.30）資料5
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/028_05_00.pdf

（参考）広域調達開始時期と調達スケジュールについて

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/028_05_00.pdf


9（参考）年間公募にかかる契約の変更時期

 需給調整市場および容量市場の開設により、年間公募の契約は以下のように順次変更される。

2019 2020 2021 2022 2023 2024～
（容量市場開設※）

需給調整市場
の商品

電源Ⅰ-a（kW）

電源Ⅰ-b（kW）

電源Ⅰ’（kW）

電源Ⅱ

電源Ⅱ’

ブラックスタート

年度

商品

三次①

二次②

二次➀

一次

三次②

（開始時期検討中）

需給調整市場

エリア内公募（年間）

エリア内公募（随時）

電源Ⅰ公募時に公募

容量市場

余力活用

公募

広域調達（年間）

需給調整市場

需給調整市場

需給調整市場

需給調整市場

エリア内公募（年間）

エリア内公募（年間）

エリア内公募（随時）

余力活用

容量市場

容量市場

（広域）

（広域）

（広域）

（エリア内）
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11一次の市場調達開始時期に関する検討の進め方

 第7回需給調整市場検討小委員会（2018.11.13）において、一次の市場開始時期については、以下のと
おり整理した。

 2024年度から、需給調整市場においてΔkWを週間で調達する。

 2022～2023年度については、以下課題を整理して引き続き検討する。

 必要量の検討を踏まえた電源Ⅰ-aからの切り出しの可否。

 その他の課題（偏在リスク、連系線容量確保、直流設備制約、必要供給予備力との関係）は引
続き検討



12(参考) 第７回需給調整市場検討小委員会より

出所）第7回需給調整市場検討小委員会（2018.11.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_07_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_07_haifu.html


13(参考) 第７回需給調整市場検討小委員会より

出所）第7回需給調整市場検討小委員会（2018.11.13）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_07_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_07_haifu.html


14電源Ⅰ-a公募と必要供給予備力との関係

 電源Ⅰ-aは周波数調整能力を持つことを要件とされているが、この電源Ⅰ-a公募は同時に必要供給予備力確
保の目的も持っている。（容量市場開設以降は、必要供給予備力は容量市場で調達され、その後、日々運用
で必要な調整能力は需給調整市場で確保される仕組みに変わる。）

 そのため、第41回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019.7.10）において、容量市場におい
て供給力確保がなされるまでの間、当面は一般送配電事業者が偶発的需給変動対応の必要供給予備力として
各エリアのH3需要の7％を電源Ⅰとして確保する必要がある、と整理されている。

 このことから、電源Ⅰ-aの必要量の一部を、一次の能力だけを要件として別途調達する際には、必要供給予備力
としてのkW価値をあわせて持っておく必要がある。

 この点については、第13回需給調整市場検討小委員会（2019.8.1）において、電源Ⅰ-aの要件は満たさな
いが一次の能力を持つ場合、継続時間が5分以上であることから、一次のみ提供できる場合のkW価値について
容量市場での扱いを踏まえて検討することと整理した。



15（参考）第４１回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会より

出所）第41回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2019.7.10） 資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_41_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/2019_chousei_jukyu_41_haifu.html


16(参考) 第１３回需給調整市場検討小委員会より

出所）第13回需給調整市場検討小委員会（2019.8.1）資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html
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一次調整力 二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① 三次調整力②

英呼称
Frequency Containment

Reserve
(FCR)

Synchronized
Frequency Restoration

Reserve
(S-FRR)

Frequency Restoration
Reserve
(FRR)

Replacement
Reserve

(RR)

Replacement
Reserve-for FIT

(RR-FIT)

指令・制御
オフライン

（自端制御）
オンライン

（LFC信号）
オンライン

(EDC信号)
オンライン

(EDC信号)
オンライン

監視
オンライン

（一部オフラインも可※２）
オンライン オンライン オンライン 専用線：オンライン

簡易指令ｼｽﾃﾑ：ｵﾝﾗｲﾝ

回線 専用線※1

（監視がオフラインの場合は不要）
専用線※1 専用線※1 専用線※1 専用線 または

簡易指令システム

応動時間 10秒以内 5分以内 5分以内 15分以内※3 45分以内

継続時間 5分以上※3 30分以上 30分以上 商品ブロック時間(3時間) 商品ブロック時間(3時間)

並列要否 必須 必須 任意 任意 任意

指令間隔 －（自端制御） 0.5～数十秒※4 1～数分※4 1～数分※4 30分

監視間隔 1～数秒※2 1～5秒程度※4 1～5秒程度※4 1～5秒程度※4 1～30分※5

供出可能量
(入札量上限)

10秒以内に
出力変化可能な量
（機器性能上のGF幅
を上限）

5分以内に
出力変化可能な量
（機器性能上のLFC幅
を上限）

5分以内に
出力変化可能な量
（オンラインで調整可能
な幅を上限）

15分以内に
出力変化可能な量
（オンラインで調整可能
な幅を上限）

45分以内に
出力変化可能な量
（オンライン(簡易指令
システムも含む）で調整
可能な幅を上限）

最低入札量 5ＭＷ
（監視がオフラインの場合は1MW）

5MW※1,4 5MW※1,4 5MW※1,4 専用線：５MW
簡易指令システム：１ＭＷ

刻み幅（入札単位） 1kW 1kW 1kW 1kW 1kW

上げ下げ区分 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ 上げ／下げ

（参考）需給調整市場における商品の要件

※1 簡易指令システムと中給システムの接続可否について、サイバーセキュリティの観点から国で検討中のため、これを踏まえて改めて検討。
※2 事後に数値データを提供する必要有り（データの取得方法、提供方法等については今後検討）。
※3 沖縄エリアはエリア固有事情を踏まえて個別に設定。
※4 中給システムと簡易指令システムの接続が可能となった場合においても、監視の通信プロトコルや監視間隔等については、別途検討が必要。
※5 30分を最大として、事業者が収集している周期と合わせることも許容。



18（参考）電源Ⅰ-a公募の要件

出所）第7回 制度検討作業部会（2017.6.6） 資料３
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/007_03_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/007_03_00.pdf


19容量市場における整理を踏まえた一次の市場開始時期

 電源Ⅰ-aと一次の要件の大きな違いとして、継続時間があげられる。kW価値を評価して取引することとなる容量
市場において、継続時間が限定される揚水発電機については調整係数が設けられると共に、一次調整力を意識す
るなどさらに継続時間が限定される蓄電池については、第21回容量市場検討会（2019.9.30）において、揚水
発電機のように調整係数を設けた安定電源としてではなく、「当面は出力規模を問わず発動指令電源とする」と整
理された。

 つまり、蓄電池は容量市場における安定電源としてのkW価値はないものとして整理されており、容量市場の発動指
令電源のリクワイアメントを満たすこと（3時間前発動、3時間継続、年12回等）を前提に、発動指令電源（現
行の電源Ⅰ’相当）としての参入のみ認められている。

 容量市場の整理を踏まえると、一次の商品要件だけを満たすリソースを電源Ⅰ-a公募の一部として調達すれば、必
要供給予備力の調達量が減少することとなる。

 以上のことから、電源Ⅰ-aの要件を満たさず一次の要件だけを満たすリソースには安定電源として必要供給予備力
としての機能が十分にないことから、2022～2023年度の間、電源Ⅰ-a公募から一次を切り出した公募を行わず、
容量市場において必要供給予備力確保がなされる2024年度から、需給調整市場における一次のΔkW価値の取
引を開始することとしてはどうか。
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出所）第２１回容量市場の在り方等に関する検討会（2019.9.30）資料３
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2019/youryou_kentoukai_haihu21.html

（参考）第２１回容量市場の在り方等に関する検討会より

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2019/youryou_kentoukai_haihu21.html


21（参考）第２１回容量市場の在り方等に関する検討会より

出所）第２１回容量市場の在り方等に関する検討会（2019.9.30）資料３
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2019/youryou_kentoukai_haihu21.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2019/youryou_kentoukai_haihu21.html
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23まとめ

 一次の市場開始時期については、容量市場における整理も踏まえ、2024年度から開始することとしてはどうか。
（広域調達の是非については偏在、連系線容量確保の課題について引き続き検討していく。）



24（参考）調達方法の変遷

2019 2020 2021 2022 2023 2024～
（容量市場開設※）

需給調整市場
の商品

電源Ⅰ-a（kW）

電源Ⅰ-b（kW）

電源Ⅰ’（kW）

電源Ⅱ

電源Ⅱ’

ブラックスタート

年度

商品

三次①

二次②

二次➀

一次

三次②
需給調整市場

エリア内公募（年間）

エリア内公募（随時）

電源Ⅰ公募時に公募

容量市場

余力活用

公募

広域調達（年間）

需給調整市場

需給調整市場

需給調整市場

需給調整市場

エリア内公募（年間）

エリア内公募（年間）

エリア内公募（随時）

余力活用

容量市場

容量市場

（広域）

（広域）

（広域）

（エリア内）

（広域調達は検討中）

（オークションは4年前）

（オークションは4年前）

（オークションは4年前）

（公募は4年前）


